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私
は
学
生
時
代
に
長
野
県
松
本
市
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
地
域
で 

「
…
で
す
か
？
」
を
表
す
方
言
で
「
…
ず
ら
？
」
が
あ
る
。
初
め
て
聞

い
た
時
に
微
笑
ま
し
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

あ
る
日
、
家
族
が
遊
び
に
来
た
の
で
、
安
曇
野
に
あ
る
人
気
の
蕎
麦

屋
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
食
事
を
終
え
、
レ
ジ
に
向
か
う
と
、
店
の
人
か

ら
「
ノ
ブ
ち
ゃ
ん
ず
ら
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

　

人
違
い
だ
な
と
思
い
、「
ち
が
い
ま
す
よ
～
」

　

翌
日
、
家
族
と
松
本
市
内
の
温
泉
へ
。
下
宿
に
は
風
呂
が
無
く
、
普
段
か
ら
近
所
の
銭
湯
や
温
泉

を
巡
っ
て
い
た
な
か
、
こ
の
温
泉
は
こ
じ
ん
ま
り
し
て
い
る
が
、
下
宿
に
近
く
、
当
時
の
入
浴
料

八
十
円
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
お
気
に
入
り
。
私
は
先
に
湯
か
ら
上
が
り
、
外
で
待
っ
て
い
た
。
ふ

と
見
る
と
腰
が
ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
っ
た
お
婆
さ
ん
が
乳
母
車
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
押
し
て
歩
い
て
く
る
。
こ

ち
ら
に
近
寄
っ
て
き
た
彼
女
は
、
い
つ
私
の
顔
を
見
た
の
か
、
す
れ
違
い
ざ
ま
に
こ
う
言
っ
た
。

　
「
ノ
ブ
ち
ゃ
ん
ず
ら
？
」

　

あ
れ
？
「
ち
が
い
ま
す
よ
」

　

暫
く
し
て
か
ら
の
こ
と
。
場
所
は
松
本
駅
前
の
と
ん
か
つ
屋
。

　

頑
張
っ
た
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
バ
イ
ト
帰
り
に
一
人
で
入
っ
た
。
時
々
訪
れ
る
こ
の
店
は
、

い
か
に
も
職
人
気
質
の
コ
ッ
ク
帽
を
被
っ
た
主
人
が
い
つ
も
無
愛
想
に
調
理
し
、
愛
想
の
よ
い
奥
さ

ん
は
接
客
を
担
当
し
て
い
た
。

　

こ
の
日
、
奥
さ
ん
が
、
お
茶
も
持
っ
て
く
る
な
り
話
し
か
け
て
き
た
。

　
「
も
し
か
し
て
、
〇
▲
※
ノ
ブ
ユ
キ
さ
ん
で
す
か
？
」

　

え
っ
!?
「
ち
が
い
ま
す
よ
…
」

　

何
と
も
言
え
な
い
笑
顔
で
答
え
る
私
。
奥
さ
ん
は
バ
ツ
悪
そ
う
に
「
と
て
も
よ
く
似
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
か
ら
…　

ね
ぇ
？
」
と
主
人
の
方
を
向
く
と
、
そ
こ
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
み
つ
つ
、
ほ
ん

の
少
し
口
元
が
緩
め
て
、
無
言
で
頷
く
主
人
の
顔
が
あ
っ
た
。

　
「
ノ
ブ
ち
ゃ
ん
」
は
果
た
し
て
誰
な
の
か
？

　

あ
れ
か
ら
20
年
以
上
経
て
も
な
お
、
私
の
中
で
謎
の
人
物
で
あ
る
。
こ
の
話
を
す
る
と
テ
レ
ビ
番

組
に
投
稿
し
た
ら
と
言
わ
れ
た
り
す
る
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
ま
ま
「
ノ
ブ
ち
ゃ
ん
」
と

思
い
出
の
中
で
付
き
合
っ
て
い
く
ほ
う
が
、
ず
っ
と
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
。
真
実
は
知
っ
て
し
ま

う
と
興
ざ
め
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
し
、
ま
し
て
、
謎
だ
か
ら
と
い
っ
て
全
て
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
自
分
に
よ
く
似
た
人
が
世
の
中
に
三
人
い
る
」
と
い
う
が
、
あ
と
一
人
は
ど
こ
に
い
る
の
か
…
。

　

謎
は
謎
の
ま
ま
が
良
い
。

表紙の言葉
「明石市立天文科学館」（明石市）

No.716   June. 2016

	 ２	 ようそろ
	 ３	 吉岡	修一理事長	急逝される
	 	 改正瀬戸法に対応した播磨灘等環境保全協議会発足
	 ４	 山田	隆義氏「環境保全功労者知事表彰」受賞
	 	 「華姫さわら」をＰＲ
	 ５	 淡路水交会通常総会
	 	 淡路地区漁協青壮年部連合会通常総会
	 ６	 淡路地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
	 	 摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会通常総会
	 ７	 水産多面的機能発揮対策講習会
	 	 参議院議員「末松信介」氏（兵庫）副会長就任
	 ８	 ガザミふやそう会	会員募集
	 	 明石市商工会議所議員に対し漁業の役割について講演
	 ９	 漁網の切断事故が続いています
	 	 大輪田塾	第12期生	募集
	 10	 命を守る運動担当者会議
	 	 海難事故をなくそう
	 11	 兵庫JCC通信
	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

私
は
「
ノ
ブ
ち
ゃ
ん
」
!?

一
般
財
団
法
人
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金 

主
任　

西 

詰　

宗 

弘

　６月10日の「時の記念日」にちなんで、表紙の写真は、
東経135度が通る明石市立天文科学館です。
　天智天皇が671年に漏尅（ろうこく）という水時計を設置
し、人々に初めて時を知らせたとされる日が６月10日であっ
たため、1920年に、日本国民へ「時間をきちんと守り、欧
米並みに生活の改善・合理化を図ろう」と呼びかけ、時
間の大切さを尊重する意識を広めるために東京天文台（現・
国立天文台）と財団法人「生活改善同盟会」によってこの
日が制定されました。
　「欧米並みに…」と始まった取組みのお陰か、今や鉄道、
飛行機などの運行では世界でも類を見ないほどの正確さ
を誇っています。これは国民性だけでなく、時間の大切さ
を広める運動が根付いたからなのでしょうね。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

会議に臨むＪＦ兵庫漁連 山田会長

　
５
月
９
日
（
月
）、
播
磨
灘
等
環
境
保

全
協
議
会
が
姫
路
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
瀬
戸
内
海
を
豊
か
で

美
し
い
里
海
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に
、

昨
年
10
月
に
改
正
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
環
境

保
全
特
別
措
置
法（
改
正
瀬
戸
法
）に
よ
っ

て
“
湾
灘
協
議
会
の
設
置
”
が
推
奨
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
趣
旨
に
添
い
、
播

磨
灘
に
関
す
る
会
と
し
て
、
こ
の
度
新
た

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
改

正
瀬
戸
法
に
基
づ
く
「
瀬
戸
内
海
の
環
境

の
保
全
に
関
す
る
兵
庫
県
計
画
」
を
推
進

す
る
た
め
、
広
く
関
係
者
の
意
見
を
聞
く

も
の
で
、
今
後
、
栄
養
塩
管
理
運
転
や
藻

場
干
潟
の
造
成
等
の
豊
か
な
海
づ
く
り
が

更
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
委
員
は
、
京
都
大
学 

藤
原
名
誉
教
授
、

環
境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
長
、
水
産

庁
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所
長
、
国
交

省
近
畿
地
方
整
備
局
企
画
部
長
・
港
湾
空

港
部
長
、
第
五
管
区
海
上
保
安
部
警
備
救

難
部
長
、
播
磨
灘
の
沿
岸
関
係
市
町
長
、

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
会
長
、
兵
庫
県
環
境
保
全

管
理
者
協
会
長
、
兵
庫
県
環
境
部
長
に
よ

り
構
成
さ
れ
、
事
務
局
は
兵
庫
県
水
大
気

課
が
担
当
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
10
月
頃
に
は
、
委
員
が
所
属

す
る
団
体
関
係
者
及
び
漁
業
関
係
者
と
し

て
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
組
合
長
、
Ｊ
Ｆ
一
宮
町
組

合
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
専
務
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
協
議
会
の
下
部
組
織
と
し
て
幹

事
会
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部
）

改
正
瀬
戸
法
に
対
応
し
た

�

播
磨
灘
等
環
境
保
全
協
議
会
が
発
足

　

～
豊
か
な
海
を
目
指
す
協
議
始
ま
る
～

吉岡 修一理事長 急逝される
　～兵庫のみならず我が国漁業へも多大な貢献～

　
吉
岡 

修
一
氏
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
：
兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

理
事
長
）
が
、５
月
17
日
午
後
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、

同
協
会
理
事
会
終
了
後
に
、
韓
国
で
行
わ
れ
る
日
韓
漁
業
協
議

に
出
席
す
る
た
め
に
向
か
っ
た
関
西
国
際
空
港
で
倒
れ
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
享
年
79
歳
。

　
吉
岡
氏
は
長
き
に
渡
り
Ｊ
Ｆ
香
住
町
お
よ
び
Ｊ
Ｆ
但
馬
代
表

理
事
組
合
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
平
成
19
年
に
は
津
居
山
港
・

竹
野
浜
・
柴
山
港
・
香
住
町
の
４
Ｊ
Ｆ
合
併
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
県
内
系
統
団
体
に
お
い
て
も
兵
庫
県
漁
業
共
済
組

合
長
理
事
、
兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
長
、
但
馬
漁
船
保
険

組
合
長
理
事
を
は
じ
め
、
但
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
長
、
兵

庫
県
機
船
底
曳
網
漁
業
協
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
兵
庫
の
漁
業

界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
22
年
に
全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
、
平
成
25
年
に
は
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
長
理
事
に
就 

任
さ
れ
る
な
ど
、
兵
庫
に
留
ま
ら
ず
全
国
で
も
活
躍
さ
れ
る
と

と
も
に
、
日
韓
漁
業
問
題
に
お
い
て
も
交
渉
の
先
頭
に
立
ち
、

日
本
海
漁
業
の
秩
序
・
安
定
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
る
な

ど
、
我
が
国
漁
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
19
年
に
旭
日
双
光
章
、
平
成

26
年
に
は
旭
日
中
綬
章
と
２
度
に
亘
っ
て
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
葬
儀
は
５
月
21
日
（
土
）
香
美
町
香
住
区

の
寺
院
に
お
い
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ

れ
、
兵
庫
県 

井
戸
敏
三
知
事
を
は
じ
め
全

国
か
ら
約
７
０
０
人
の
関
係
者
が
駆
け
つ

け
、
故
人
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
）
は
、

長
年
の
活
動
を
通
じ
て
地
球
の
環
境
保
全
と
創
造
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
「
環
境
保
全
功
労
者

知
事
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
田
会
長
は
「
ひ
ょ
う
ご
環
境
保
全
連
絡
会
」
で
副
会

長
を
務
め
、
瀬
戸
内
海
を
豊
か
で
美
し
い
里
海
と
し
て
再

生
す
る
た
め
の
取
組
み
を
始
め
た
ほ
か
、
大
気
環
境
保
全

や
温
暖
化
防
止
、
さ
ら
に
資
源
循
環
等
の
取
組
み
や
環
境

保
全
思
想
の
普
及
活
動
や
意
識
の
高
揚
等
に
努
め
ら
れ
、

「
豊
か
で
美
し
い
ひ
ょ
う
ご
」
の
実
現
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
漁
獲
量
減
少
、
ノ
リ
の
色
落
ち
問
題
と
い
っ
た
海
の
栄
養
塩
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
べ
く
、
長
年
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

が
取
り
組
ん
で
き
た
瀬
戸
内
海
環
境
保

全
特
別
措
置
法
の
改
正
に
精
力
的
に
取

り
組
ま
れ
、
国
・
県
の
ほ
か
瀬
戸
内
海

関
係
漁
連
・
漁
協
、
国
会
議
員
等
の
調

整
に
奔
走
さ
れ
た
結
果
、
昨
秋
に
は
同

法
の
一
部
改
正
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
の
は
、「
環
境

月
間
」
で
あ
る
６
月
に
毎
年
開
催
さ
れ

る
県
主
催
「
地
球
と
共
生
・
環
境
の
集

い
」
で
、
今
年
は
３
日
（
金
）
兵
庫
県

公
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
大
勢
の
参
加
者
が
見

守
る
な
か
、
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事

か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

　
Ｊ
Ｆ
坊
勢
（
岡
田 

武
夫
組
合
長
）

で
は
、
サ
ワ
ラ
は
な
つ
ぎ
網
漁
業
で
漁

獲
さ
れ
、
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
船
上
で

素
早
く
「
神
経
締
め
（
活
〆
）」
を
行
っ

た
サ
ワ
ラ
を
「
華
姫
さ
わ
ら
」
と
命
名

し
、
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
昨
年
、
姫
路
城
の
別
称
か
ら
「
白し
ら

鷺さ
ぎ
鱧は
も
」
と
名
付
け
た
ハ
モ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
続
く
取
組
み
で
、
は
な
つ
ぎ
網
漁

の
「
は
な
」
と
姫
路
の
「
ひ
め
」
か
ら

「
華
姫
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
（
日
）
に
は
同
Ｊ
Ｆ
主
催

に
よ
る
「
華
姫
さ
わ
ら
祭
り
」
が
、
Ｊ

Ｆ
ぼ
う
ぜ
姫
路
と
れ
と
れ
市
場
を
は
じ

め
と
す
る
妻
鹿
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
モ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
プ

ロ
の
料
理
人
に
よ
る
サ
ワ
ラ
の
解
体

シ
ョ
ー
や
刺
身
・
あ
ぶ
り
・
つ
み
れ
汁

の
無
料
試
食
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
試
食
を
し
た
人
は
そ
の
美

味
し
さ
に
感
動
し
た
よ
う
で
、
と
れ
と

れ
市
場
の
サ
ワ
ラ
の
販
売
数
が
通
常

に
比
べ
大
幅
に

伸
び
た
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
特
別

企
画
と
し
て
サ

ワ
ラ
は
な
つ

ぎ
網
漁
見
学
ツ

ア
ー
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ

は
、
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
が
出
る

ほ
ど
の
人
気
を

博
す
な
か
、
先

着
で
予
約
を
申

し
込
ん
だ
参
加
者
が
、
は
な
つ
ぎ
網
漁

の
様
子
を
見
学
し
た
後
、
同
漁
協
直
売

所
で
新
鮮
な
魚
介
類
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
む
も
の
で
、
沖
で
の
操
業
の
様

子
や
、
船
上
で
の
神
経
抜
き
を
見
学
し

た
参
加
者
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
挙
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
場
か
ら
妻
鹿
漁

港
へ
帰
る
ま
で
の
間
に
は
、一
等
賞
が
、

直
前
に
漁
獲
さ
れ
た
サ
ワ
ラ
１
本
と
い

う
ビ
ン
ゴ
大
会
で
、
船
内
は
白
熱
し
盛

り
上
が
り
、
と
れ
と
れ
市
場
に
戻
っ
て

か
ら
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
も
、
新
鮮
な

魚
介
類
に
参
加
者
は
大
満
足
の
様
子
で

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ｆ
で
は
、７
月
17
日（
日
）に「
白

鷺
鱧
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
兵
庫
の
魚
の
お
い
し

さ
や
楽
し
さ
を
、
消
費
者
が
体
感
す
る

こ
と
で
魚
食
文
化
の
継
承
に
繋
が
り
、

兵
庫
の
水
産
業
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ

て
行
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
広
報
部
）

「華姫さわら」をＰＲ!!
　～はなつぎ網漁も見学し大盛況～

はなつぎ網漁を間近で見ることが出来ました

山
田�

隆
義
氏
が

�
「
環
境
保
全
功
労
者
知
事
表
彰
」を
受
賞

　

～
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の

　
　

一
部
改
正
に
係
る
活
動
が
評
価
～
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５
月
27
日
（
金
）、
洲
本
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合

会
（
17
会
員 

部
員
計
２
６
４
名
）
の
平
成

28
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山

崎 

大
輔
会
長（
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
）の
挨
拶
、

来
賓
紹
介
に
続
い
て
、
議
事
が
進
め
ら
れ
、

平
成
27
年
度
事
業
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業

計
画
な
ど
の
議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
新
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、栽
培
漁
業・

資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
、
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
な
ど
７
つ
の
項
目
の
う
ち
、
特
に

「
淡
路
の
魚
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
学
習
会
で
は
、 

兵
庫
県

立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

反
田 

實
参
与
よ
り

「
近
年
の
海
の
環
境
変
化
と
漁
業
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
瀬
戸
内
海

に
お
い
て
言
わ
れ
る
貧
栄
養
化
の
問
題
に
つ

い
て
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
ノ
リ
養
殖
だ

け
で
な
く
漁
船
漁
業
に
与
え
る
影
響
な
ど
幅

広
い
内
容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
演
し

て
頂
き
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人 

淡
路
水
交
会
（
東
根 

壽
会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
）

は
、
６
月
３
日
（
金
）
に
、 

洲
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
６
回
通
常
総

会
を
開
き
、
17
会
員
の
代
表
者
や
県
議
会
、
行
政
機
関
、
系
統
団
体
か

ら
の
来
賓
出
席
者
ら
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
審
議
に
先
立
ち
、
東
根
会
長
は
「
地
産
地
消
の
推
進
を
通
し
て
地
魚

の
鮮
魚
販
売
拡
大
に
繋
が
る
よ
う
に
取
り
組
む
。
瀬
戸
内
法
の
改
正
に

よ
り
、
今
後
は
豊
穣
の
海
を
取
り
戻
し
て
漁
業
者
が
安
心
し
て
漁
業
経

営
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
む
。
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン

の
取
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
収
益
性
の
高
い
操
業
体
制
と
漁
家
経
営
の

安
定
に
努
め
る
よ
う
、
島
内
Ｊ
Ｆ
が
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
兵
庫
県
議
会
永
田
秀
一
議
員
、
山
本
悦
夫
淡
路
県
民
局
副

局
長
、
山
田
峰

人
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信

漁
連
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
来
賓
を

代
表
し
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
総
会
は
Ｊ

Ｆ
室
津
浦 

漣 

勝
也
組
合
長
を

議
長
に
選
出

し
、
平
成
27
年

度
事
業
報
告
、

平
成
28
年
度
事

業
計
画
、
役
員

の
改
選
な
ど
の

議
案
が
原
案
通

り
可
決
承
認
さ

れ
た
後
、
社
領 

弘
副
会
長
（
Ｊ

Ｆ
一
宮
町
）
の

閉
会
の
挨
拶
で

終
了
し
ま
し
た
。

島内ＪＦの連携を強め、地産地消の推進・浜の活力再生などを図る
　～一般社団法人�淡路水交会通常総会�開催～ 一般社団法人 淡路水交会

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

「
淡
路
の
魚
」
Ｐ
Ｒ
の
積
極
的
な
展
開
を
確
認

～
平
成
28
年
度
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会�

�

　

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
～　

反田参与の講演の様子
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５
月
21
日

（
土
）、
兵
庫
県

水
産
会
館
に
お

い
て
、
摂
津
播

磨
地
区
漁
業
協

同
組
合
青
壮
年

部
連
合
会
（
14

会
員
部
員
計

２
５
０
名
）
は

平
成
28
年
度
通
常
総
会
が
開
催
し
ま
し
た
。
冒

頭
、
大
西 

正
起
会
長
（
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
は
「
昨

年
度
は
、
魚
食
普
及
活
動
の
ほ
か
、
海
上
安
全

講
習
会
、
資
源
管
理
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。
今
年
は
同
連
合
会
40
周
年
、

ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
30
周
年
と
な
る
区
切
り
の

年
で
あ
り
、今
後
も
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
一

層
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
総
会
は
、

平
成
27
年
度
の
事
業

報
告
、
平
成
28
年
度

事
業
計
画
の
他
、「
ガ

ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
」

の
報
告
・
事
業
計
画

な
ど
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
学
習
会
で
は
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指

導
部 

佐
藤
泰
弘 

統
括
が
「
兵
庫
県
漁
連
に
つ

い
て
」、「
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
２
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
30
周
年

を
迎
え
た
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
に
つ
い
て
は
、

同
会
設
立
時
の
映
像
で
当
時
の
活
動
を
振
り
返

り
つ
つ
、
今
日
ま
で
活
動
を
継
続
で
き
た
理
由

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
参
加
者
は
理
解

を
深
め
、
今
後
の
同
会
の
活
動
に
対
す
る
意
欲

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
恒
例
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行

わ
れ
、
40
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
よ

り
豪
華
な
賞
品
が
用
意
さ
れ
る
な
か
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
な
る
活
動
の
展
開
を
誓
う

　

～
平
成
28
年
度
摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合

�

青
壮
年
部
連
合
会�

通
常
総
会
～

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

　
５
月
28
日
（
土
）
淡
路
水
産
セ
ン
タ
ー

に
て
、淡
路
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会（
森 

武
美
会
長
：
Ｊ
Ｆ
福
良
）の
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
関
係
者
21
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
森
会
長
は
、
こ
の
春
の

旭
日
双
光
章
受
章
に
触
れ
「
こ
の

度
の
受
章
は
私
が
代
表
し
て
受
け

取
り
ま
し
た
が
、
県
下
女
性
部
会

員
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
が
頂
い

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

皆
さ
ん
と
と
も
に
女
性
部
活
動
に

励
み
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、(

一
社
）
淡
路
水
交
会 

東
根 

壽
会
長
、
県
洲
本
農
林
水

産
振
興
事
務
所 

山
下 

正
晶
所
長

補
佐
兼
課
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連 

里 

昭
彦
専
務
の
来
賓
挨
拶
に
続

い
て
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。
平

成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
同
28
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

な
ど
３
議
案
が
審
議
の
後
承
認
さ
れ
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
真
言
宗
法
導
寺
（
淡
路
市

東
浦
町
）
竹
原
祐
乗
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
一
人
に
ひ
と
つ
の
心
の
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
縁
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

竹
原
住
職
の
温
か
く
か
つ
楽
し
い
語
り
口

に
よ
り
お
話
に
引
き
込
ま
れ
、
大
き
な
声

で
笑
い
、
竹
原
住
職
の
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ

て
皆
さ
ん
で
歌
を
歌
っ
て
終
了
し
ま
し

た
。「
呼
吸
を
す
る
こ
と
＝
生
き
て
い
る

こ
と
」
を
実
感
で
き
る
楽
し
い
講
義
で
、

女
性
部
の
皆
さ
ん
の
関
心
は
と
て
も
高
く

熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
文
：
淡
路
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会
事
務
局
）

平成28年度�淡路地区漁協女性部連合会通常総会・研修会

文字どおりビッグな景品に沸いたビンゴ大会

ガザミふやそう会の活動を振り返りました

挨拶に立つ森会長

学習会の様子
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自
民
党
の
水

産
総
合
調
査
会

は
５
月
25
日

（
水
）、
党
本
部

で
再
設
置
後
、

初
の
役
員
会
を

開
き
、
今
後
の

方
向
性
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
に
就

任
し
た
浜
田
靖

一
衆
議
院
議
員

は
「
先
の
水
産

部
会
で
了
承
さ

れ
た
水
産
物
輸

出
拡
大
対
策
な

ど
諸
対
策
に
つ

い
て
、
水
産
部

会
と
連
携
し
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
」と
役
割
を
示
さ
れ「
先

生
方
に
は
、
常
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
頂
き
、
調
査
会
が
機
能
を

発
揮
す
る
よ
う
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

瀬
戸
内
海
環
保
特
措
法
の
一
部
改
正
に
あ
た
り
、
瀬
戸
内
海
再
生

議
連
の
事
務
局
長
と
し
て
大
活
躍
頂
い
た
末
松
信
介
参
議
院
議
員

は
、
同
調
査
会
の
副
会
長
に
選
任
さ
れ
、
先
の
水
産
部
会
会
長
に

続
い
て
、
今
後
の
水
産
政
策
や
予
算
対
策
に
一
層
の
ご
尽
力
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本
県
５
区
選
出
の
谷
公
一
衆
議
院

議
員
も
副
会
長
に
選
任
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
漁
業
振
興
に
向
け

て
両
議
員
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
会
は

設
置
さ
れ
た
後
、
自
民
党
が
野
党
に
な
っ
た
た
め
活
動
を
休
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
や
水
産
物
輸
出
対
策
な
ど
、
水
産

業
再
生
に
向
け
て
、
よ
り
総
合
的
に
専
門
的
に
水
産
政
策
を
検
討

す
る
た
め
に
再
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
国
の
重
要
施
策
の
根
幹

を
審
議
す
る
こ
の
調
査
会
に
関
心
を
も
っ
て
臨
み
、
必
要
な
対
応

も
図
り
た
い
も
の
で
す
。 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

瀬戸内海再生議連では事務局長として手腕を発揮された末松議員
今後も活躍が期待されます

　
６
月
３
日
（
金
）
岡
山
市
で
、（
公
社
）
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
、
水
産
庁
が
実
施

す
る
「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
」
に

お
い
て
、水
産
業
が
食
料
の
供
給
以
外
に
担
う
、

環
境
保
全
活
動
や
海
難
救
助
、
国
境
監
視
な
ど

の
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
、
全
国
か
ら
活
動
組

織
が
集
ま
り
、
活
動
実
績
発
表
や
意
見
交
換
を

行
う
も
の
で
、
平
成
25
年
よ
り
始
ま
っ
た
同
事

業
が
2
期
目
に
入
る
こ
と
か
ら
、
全
国
数
カ
所

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
全
国
各
地

か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
な
か
、
各
地
域
で
の

取
り
組
み
内
容
の
発
表
や
意
見
交
換
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
水
産
庁
担
当
者
よ
り
同
事
業

の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
ほ

か
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連

を
は
じ
め
と
す
る

担
当
者
か
ら
は
、

「
環
境
・
生
態
系

保
全
」
に
お
け
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

具
体
的
な
手
法
の

説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
海
と

漁
の
体
験
研
究

所 

大
浦 

佳
代
代

表
か
ら
「
教
育
・

学
習
の
価
値
と
手

法
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
漁
村
で
行
わ

れ
る
教
育
・
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
手
法
に
つ
い

て
、
様
々
な
取
り
組
み
事
例
を
交
え
て
、
よ
り

効
果
的
な
活
動
方
法
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
午
後
か
ら
は
内
水
面
・
藻
場
・
干
潟
の
３
部

会
に
分
か
れ
て
活
動
実
績
報
告
や
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。
干
潟
部
会
の
事
例
発
表
で
は
、

淡
路
市
地
域
11
活
動
組
織
の
活
動
に
つ
い
て
淡

路
市
水
産
課 

川
上
氏
よ
り
、
干
潟
保
全
活
動

に
つ
な
が
る
海
底
耕
耘
、浮
遊
堆
積
物
の
除
去
、

か
い
ぼ
り
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
活

発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

平
成
28
年
度�

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会�

開
催

自民党水産総合調査会再発足

　参議院議員「末松信介」氏（兵庫）副会長に就任
　　瀬戸内海再生議連事務局長につづく活躍期待

干潟部会の様子
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　

５
月
９
日

（
月
）
明
石
商

工
会
議
所
主
催

の
「
平
成
28
年

度
明
石
商
工
会

議
所 

第
１
回

議
員
懇
談
会
」

に
お
け
る
研
修

会
で
、
Ｊ
Ｆ
明

石
浦 

戎
本 

裕

明
組
合
長
が

「
漁
業
が
果
た

す
役
割 

～
漁

師
は
海
の
防
人

～
」
と
題
し
た

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
マ
ダ
コ
、
イ
カ
ナ

ゴ
、
ノ
リ
を
中
心
と
し
た
明
石
の

海
で
獲
れ
る
水
産
物
の
話
か
ら
始

ま
り
、
近
年
、
ノ
リ
の
色
落
ち
が

発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
川

か
ら
流
れ
込
む
砂
の
量
が
少
な
く

な
っ
た
り
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

海
の
栄
養
塩
の
役
割
と
必
要
性
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
き
れ
い
な
海
は
豊
か
な
海
？
」

と
し
て
、
昨
年
9
月
に
国
会
で
成

立
し
た
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別

措
置
法
の
一
部
改
正
に
触
れ
、
漁

師
が
環
境
の
た
め
、
食
育
の
た
め

に
現
在
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
の

内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、国
境
警
備
、

食
料
自
給
率
向
上
、
環
境
保
全
を

担
う
漁
業
者
の
役
割
を
「
３
つ
の

海
の
防
人
」
と

し
て
講
演
し
ま

し
た
。

　
質
疑
応
答
で

は
、
明
石
の
浜

で
揚
が
る
「
ま

え
も
ん
」
に
つ

い
て
質
問
が
あ

り
、
戎
本
組
合

長
は
「
価
格
が

高
い
と
言
わ
れ

る
が
、
経
費
や

手
間
が
掛
っ
て

お
り
我
々
は
安

い
と
思
っ
て
い

る
。
魚
の
価
値
を
い
か
に
見
出
し

て
も
ら
い
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
い

か
に
埋
め
る
か
が
課
題
」
と
さ
れ

ま
し
た
。「
明
石
浦
〆（
活
け
〆
）」

に
対
す
る
質
問
で
は
「
元
は
魚
屋

か
ら
教
わ
っ
た
技
術
。
東
京
に
出

荷
し
た
際
、
そ
の
違
い
や
価
値
を

分
か
っ
て
も
ら
っ
た
」
と
具
体
的

な
事
例
を
交
え
て
話
さ
れ
、
集

ま
っ
た
約
70
名
参
加
者
は
漁
業
の

現
場
の
話
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
戎
本
組
合
長
は
「
明

石
市
観
光
協
会
を
と
お
し
て
、
明

石
浦
の
セ
リ
の
様
子
を
見
学
で
き

る
。
昨
年
は
約
８
０
０
人
を
受
け 

入
れ
た
。是
非
利
用
し
て
頂
き
た
い
」

と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

明石市商工会議所議員に対し漁業の役割について講演

【事務局】
　〒675–0163　加古郡播磨町古宮字堀坪１－４ ＪＦ兵庫漁連のり流通センター内
　　　　　　　　ＪＦ兵庫漁連のり海藻事業本部資材部 ガザミふやそう会事務局
　　　　　　　ＴＥＬ：０７８－９４２－９２７２　　ＦＡＸ：０７８－９４２－９３４０

会費・入会に関して
　・会費は1,000円／年です。
　・会員の証として、オリジナルQUOカード（500円分）をお渡ししています。
　・詳しくはＪＦ兵庫漁連ホームページまで。

　
「
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
」（
大
西 

正
起

会
長
）
は
、
県
内
漁
業
者
、
Ｊ
Ｆ
、
系
統

団
体
の
ほ
か
、
一
般
市
民
や
他
県
の
水

産
関
係
者
か
ら
の
会
費
に
よ
っ
て
、
抱
卵
ガ
ザ
ミ
を
買
い
上

げ
、
自
然
の
力
で
ガ
ザ
ミ
資
源
を
増
強
し
よ
う
と
い
う
取
組

み
を
、
昭
和
61
年
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
同
会
の
会
員
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　
是
非
ご
入
会
下
さ
い
!!

※ 

同
会
は
抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
ほ
か
、
期
間
・
時
期
を
問
わ
ず
、

①
甲
幅
長
12
セ
ン
チ
以
下
の
ガ
ザ
ミ
、
②
脱
皮
直
後
の
柔

ら
か
甲
羅
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
保
護
期
間
は
毎
年
５
月
１
日
～
９
月
30
日

ま
で
で
、
対
象
海
域
は
大
阪
湾・播
磨
灘
と
し
て
い
ま
す
。

ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会�

　
　
　
　

会
員
募
集
!!

�
～
今
年
、

　

���
創
立
30
年
を
迎
え
ま
し
た
～

今年のポスターを持つ大西会長
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大輪田塾 第12期生 募集しています。
　平成17年に開講された「大輪田塾」は、めまぐる
しく変化する社会・経済情勢に対応し、将来には�
ＪＦ組織を支えていける人材、つまり「浜のリーダー」
育成を目的に始まったもので、多くの修了生が、�
ＪＦ組合長・理事などを務め、地域のリーダーとし
て活躍されています。
　講義は、県・系統団体をはじめ多彩な講師陣に
よる月１回の座学を中心に、外部研修や事務局が適
当と認めた会議等も聴講できるといった幅広い知
識の習得が可能なカリキュラムを組んでいます。
　大輪田塾では、現在、今秋入塾される第12期生を募集しています。皆様のご応募をお待ちしております。

◎応募資格
　①�原則として、漁業歴10年以上かつ45歳未満
　②�原則として、ＪＦ職員歴10年以上かつ45歳未満
のいずれかに該当する者で、所属する組織代表者の推薦を受けた者

◎在籍年限
　原則２年（最長３年）

　募集は８月末まで。その後、面接を行い、運営委員会の選考を経て、10月（予定）に入塾式を行います。�
（詳しい募集要領は各ＪＦ・団体宛に通知させていただきます。）

問合せ先（事務局）　�（一財）兵庫県水産振興基金
〒673-0883　明石市中崎１丁目２－３　�TEL�０７８－９１９－１３３１

乾しノリ合同検査現場の視察（Ｈ 28．３） 水産会館での講義の様子

第五管区海上保安本部交通部安全対策課
神戸海上保安部航行安全課漁網の切断事故が続いています！
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

固型式ライフジャケットはメンテナンスの手間がなく、最近のも
のは動きやすいように工夫されています。
なお、着用の際は体にあったサイズを選ぶか、金具等を調整し
て使用しましょう。

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、一人乗りの漁船の場合、

ライフジャケットを着用してください。

海難事故をなくそう！

固型式ライフジャケット
モデル：兵庫県漁協
　　　  青壮年部連合会
　　　  山崎 大輔会長
　　　  （ＪＦ淡路島岩屋）

モデル：兵庫県農林水産局水産課漁政班
　　　  漁業管理担当 齋藤 公司さん

　
「
命
を
守
る
運
動 

海
上
安
全
講
習
会
」は
、

県
内
Ｊ
Ｆ
と
系
統
５
団
体（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連・

共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
・
兵
庫
県
内
海
漁
船

保
険
組
合
・
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く
り
協

会
・
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）
が
関
係
行
政

機
関
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
お
り
、
毎
年
、

各
団
体
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
今
後
の
活
動

等
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
が
持
た
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
５
月
19
日
（
木
）
水
産
会
館
で

担
当
者
会
議
が
行
わ
れ
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
前
年
度
の
活
動
報
告
や
、
今

年
度
の
活
動
予
定
と
し
て
小
型
漁
船
に
お
け

る
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
常
時
義
務
化
に
向
け

た
方
針
を
国
が
定
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

な
か
、
今
後
の
着
用
推
進
の
方
法
な
ど
に

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
話
題
提
供
と
し
て
水
産
大
学
校
海

洋
生
産
管
理
学
科
の
松
本 

浩
文
講
師
よ
り

「
漁
船
へ
の
Ａ
Ｉ
Ｓ
設
置
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
近
年
、
淡
路
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
漁
船
へ
の
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
自
動
船
舶
識
別

装
置
）
設
置
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
利

用
の
有
効
性
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。（
文：兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

「
命
を
守
る
運
動
担
当
者
会
議
」を
開
催

浮力は
十分あり！

漁船へのＡＩＳ設置事例について話を聞きました
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　近畿労働金庫兵庫地区統括本部では、４月１
日（金）～５日（火）「もとまちハートミュージアム
2016」を開催。障がいがある人もない人も、高齢
者も子供も当たり前に関わる福祉コミュニティの
形成を目指して、障がい者団体・神戸元町商店街・
ＮＰＯ・福祉事業団体等で構成する実行委員会が
企画を行い、今回で12回目となりました。
　障がい者アート作品「ドギドギ展」、コンサート
「もとまちウキウキ」では、今回も多くのパワーあ
ふれる作品や演奏が披露されました。また、作業
所製品ワゴンセールでは、丁寧に縫製されたトー
トバッグや小物、手作りのお菓子、東日本大震災
の被災作業所の製品などを販売し、売る人と買う
人のコミュニケーションで楽しく賑わいました。
　作業所の皆さんは新商品の開発にも意欲的に取
り組んでおられ、その営みを披露するのも、この
イベントの大切な目的。新作「オリジナルフォトフ
レームキット」を使ったワークショップは、親子連
れや女性に大好評で順番待ちに。クマやハート、花、
星などに切り取られた革のパーツを自由に木製フ
レームに貼り付けるとオリジナル写真立てが完成
します。ワークショップ「WAKKUNと絵を描こう」
では、自ら書いた墨絵イラストを自作の写真立て
に飾り楽しそうな親子の笑顔が印象的でした。
　お花見日和のなか、多くの方に会場の元町商店
街にお越しいただき、障がいがある人も無い人も、
作品・演奏の鑑賞やワークショップの体験で自由
に自分を表現し、楽しい一日を過ごしました。

兵庫県農協青壮年部協議会　
　兵庫県農協青壮年部協議会は、若手農業者で

構成された県内５つのＪＡ青壮年組織で構成され

ており、盟友（会員）数は187人です。同協議会は、

相互協力して情報交換や学習活動を行い、安定し

た農業経営の確立や地域社会に根ざした活動に取

り組んでいます。

　同協議会は、４月26日、兵庫県農業会館で「第

60回通常総会」を開催し、平成27年度の活動報

告や28年度の活動計画など４議案が全て承認され

ました。

　28年度の重点項目として、農業経営に関する学

習活動、農政問題の共有が挙げられ、学習活動と

しては、新規就農者の支援・盟友同士の情報交換

などを目的とした盟友マップを作成することにし

ました。

　また、役員改選が行われ、新委員長に井上幸一

さん（ＪＡ兵庫南青壮年部会）、副委員長に植田

博成さん（ＪＡたじま青壮年部）、監事に村上貴史

さん（西神戸農業経営者協議会）がそれぞれ新た

に選出されました。

　井上委員長は「新役員と県内のＪＡ青壮年組織

盟友の皆さんと共に、県内組織活動強化にベスト

を尽くしたい」と今後の抱負を語りました。

「第60回通常総会」を開催
委員長に井上幸一さん

“もとまちハートミュージアム
2016”を開催

～人つなぐ道、たどりつづけて12年～

新たに就任された上委員長（中央）、植田副委員長（左）、村上監事（右）

▶ ワゴンセール
　 もコミュニケー
ションの場に

「WAKKUNと絵を描こう」真っ黒に塗りつぶす子ども。エネルギッシュ！　
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◆
農
薬
と
は
、
害
虫
や
病
原
菌
を
殺
し
た
り
雑
草
を
枯
ら
し
た
り
す
る
毒
薬

で
あ
る
。当
然
、安
全
性
が
問
わ
れ
る
し
、発
ガ
ン
性
や
変
異
原
性
も
考
慮
し
、

残
留
農
薬
が
基
準
値
を
越
え
な
い
よ
う
留
意
が
要
る
。
戦
後
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
や
Ｄ
Ｄ

Ｔ
を
使
っ
た
が
、
発
ガ
ン
性
あ
り
と
判
っ
て
、
慌
て
て
使
用
禁
止
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
類
似
し
た
塩
素
を
含
む
有
機
化
合
物
も
、
分
解
さ
れ
難
い
事
で
使
え

な
く
な
っ
た
た
め
、
代
替
の
有
機
リ
ン
系
化
合
物
が
多
少
は
分
解
さ
れ
易
い

所
か
ら
今
も
使
用
善
し
と
し
て
い
る
。
散
布
中
に
吸
い
込
ん
だ
り
、
残
留
農
薬

の
野
菜
や
果
物
を
摂
取
す
れ
ば
、
気
付
か
ず
に
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
な
っ
た

り
す
る
。
怖
い
薬
だ
。

◆
賞
味
期
限
の
年
月
日
表
示
は
、
十
分
な
ゆ
と
り
を
取
っ
て
期
間
を
定
め
て

あ
る
た
め
、
少
し
期
限
を
過
ぎ
て
い
て
も
平
気
で
食
べ
た
り
す
る
。
冷
蔵
庫
で

賞
味
期
限
が
大
幅
に
過
ぎ
た
ベ
ー
コ
ン
を
見
つ
け
、
火
を
入
れ
て
サ
ラ
ダ
に

混
ぜ
て
食
べ
た
。
其
の
夜
は
特
に
異
常
無
く
、
翌
朝
も
少
し
パ
ン
に
挟
ん
で
食

べ
た
が
、
別
に
異
常
が
無
い
。
期
限
過
ぎ
の
食
品
は
危
な
い
と
忘
れ
て
い
た
訳

で
な
い
が
、
昨
夜
は
良
く
て
今
朝
が
ダ
メ
な
事
も
あ
る
ま
い
と
思
っ
た
が
、
少

し
時
間
が
経
っ
て
猛
烈
な
胃
痛
が
き
た
。
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ず
、
洗
面

所
で
無
理
に
嘔
吐
し
、
胃
を
空
ッ
ポ
に
し
て
少
し
気
分
は
良
く
な
っ
た
。
直
ぐ

に
征
露
丸
を
服
ん
だ
。

◆
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
弁
当
を
買
う
機
会
が
増
え
た
。
手
軽
で
便
利
な

た
め
、
菜
園
で
の
昼
食
に
利
用
し
て
い
る
が
、
表
示
の
原
材
料
は
大
い
に
気
に

な
る
。
食
品
添
加
物
の
着
色
料
や
保
存
料
等
は
少
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。
食
品
添
加
物
の
う
ち
化
学
合
成
し
た
も
の
に
毒
性
の
強
い
も
の
が
多
い

ら
し
い
が
、
殺
菌
料
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
茶
匙
一
杯
で

ヒ
ト
推
定
致
死
量
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
毒
性
に
つ
い
て
は
、
動
物

実
験
に
よ
り
半
数
が
死
亡
す
る
投
与
量
を
数
値
化
、
毒
性
判
断
の

基
準
と
し
て
い
る
。
着
色
料
に
使
う
赤
色
二
号
は
、
今
は
化
学
合
成

し
て
い
る
が
当
初
は
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
原
料
と
し
た
か
ら
タ
ー
ル

系
色
素
と
呼
ん
だ
。
発
ガ
ン
性
が
疑
わ
れ
つ
つ
も
、
氷
菓
や
か
き
氷

シ
ロ
ッ
プ
に
使
わ
れ
、
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
美
し
い
色
合
い
を

保
つ
の
に
絶
好
の
素
材
だ
か
ら
、
ハ
ム
や
ベ
ー
コ
ン
の
ピ
ン
ク
色

を
保
つ
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
発
ガ
ン
性
が
疑
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
…
。

◆
日
本
の
食
料
品
の
六
割
は
、
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
膨
大

な
量
を
全
品
検
査
し
て
い
た
ら
流
通
に
間
に
合
わ
な
い
。
野
菜
も

果
物
も
殺
菌
剤
や
除
草
剤
が
付
着
し
た
ま
ま
の
品
も
多
い
ら
し
い
。

中
国
産
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
か
ら
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
、
毒
菜
だ
と

叩
か
れ
て
い
た
が
、
国
内
産
野
菜
も
多
く
の
農
薬
を
使
っ
て
お
り
、

薬
剤
の
使
用
量
は
世
界
一
多
い
と
も
い
う
。
最
近
、
有
機
栽
培
に
切

り
替
え
る
農
家
も
多
い
と
聞
く
が
、
化
学
肥
料
を
多
く
使
え
ば
、
野

菜
に
含
ま
れ
る
硝
酸
性
窒
素
が
高
濃
度
に
な
る
の
は
当
然
の
結
果

で
あ
ろ
う
。

००
写真と文

༡ํࢠ

食べちゃいけない

花
菖
蒲
に
雨

　
24
日（
火
）に
行
わ
れ

た
大
輪
田
塾
５
月
講
座
で

は
、「
漁
業
法
概
要
」、「
賀

川
豊
彦
の
思
想
と
業
績
」

の
２
講
義
が
開
講
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
漁
船
法
概
要
」で
は
県

水
産
課 

米
澤 

孝
康
氏
が

講
師
と
な
り
、漁
船
の
定

義
を
は
じ
め
、同
法
の
内

容
、考
え
方
に
つ
い
学
ん

だ
ほ
か
、漁
船
の
登
録
や

検
認
な
ど
身
近
な
内
容
ま

で
幅
広
い
内
容
で
講
義
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
賀
川
豊
彦
の
思
想
と
業
績
」で
は
、賀
川
記
念
館 

西 

義
人
参
事
が

講
義
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。国
内
の
多
く
の「
協
同
組
合
」の
設
立
に
関

わ
ら
れ
た
賀
川
氏
の
生
い
立
ち
、活
動
の
経
緯
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
後
、西
講
師
の
こ
れ

ま
で
の
協
同
組
合
活
動
に
お
け

る
体
験
も
交
え
て
、協
同
組
合

の
目
指
す
べ
き
姿
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。我
が
国
に
お
け
る

協
同
組
合
運
動
の
父
と
呼
ば
れ

る
賀
川
豊
彦
氏
で
す
が
、そ
の

名
前
を
初
め
て
聞
く
塾
生
も
少

な
く
な
く
、塾
生
は
今
ま
で
と

違
っ
た
分
野
の
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

「
漁
業
法
」
と
「
賀
川
豊
彦
」

初めて講師を務める米澤氏の講義

賀川豊彦について話す西参事
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